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序

松井田町は群馬県最西部に位置する峠の町と言えます。碓氷峠の頂に端を発

す碓氷川は幾つもの流れを集めて川辺を潤しながら安中市、高崎市へと続き、

また、旧中山道沿いでも峠の麓、坂本から松井田宿を経て安中に至るまでの街

道筋が、今なお人々の往き交う舞台として栄えております。豊かな自然と古く

より培われてきた歴史の中で、私共が今出来るのはこのような遺産を正しく伝

えてゆくことであると考えます。

このたび、町道改良工事に先立つて当該地域の埋蔵文化財発掘調査を実施い

たしましたところ、縄文時代から平安時代までの遺構遺物が発見されました。

従来より遺物は散見されており、近年、森滞。朝日地区の調査により遺跡の存

在が明らかになりましたが、今回の成果はその広がりを示すとともに弥生文化

の存在を立証する貴重なものと言えます。これらの資料は地域の歴史解明の手

がかりとして、また、文化財の理解を深めるものとして役立ててゆきたいと考

えております。

最後になりましたが、現地調査から報告書刊行にいたるまで、ご協力、ご指

導を頂きました関係者の皆様や機関に対しお礼を申し上げ、序と致します。

平成4年 3月

松井田町教育委員会

教育長宮下初太郎



例日

1 本書は町道国街朝日線改良工事に伴い調査された埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 遺跡は群馬県碓氷郡松井田町大字国街字朝日40他に所在する。

3 調査は発掘調査を水津祝彦(松井田町社会教育課社会教育主事)が、整理作業を水津と田口修

(松井田町社会教育課主事)が担当となって行なった。

4 調査期間は発掘調査 昭和62年3月9日~昭和63年3月31日

整理作業 平成元年4月1日一平成4年3月31日(断続的)である。

5 整理作業では虞瀬君江、原田和美、浦野昇平がこれに従事した。

6 本書の執筆、編集は水津と田口が分担した。また、附編「国待?と布目瓦」として上原富次氏よ

り玉稿を賜った。

7 石質の鑑定は小林二三雄氏にご協力を頂いた。

8 調査及び報告書作成にあたり、次の関係各機関・諸氏より御教示、御協力を頂いた。記して

感謝の意を表す次第である。(敬称略)

群馬県教育委員会文化財保課、松井田町役場建設謀、国街各区、 美山土木舗装株式会社、

上原富次、大工原豊、小林二三雄、佐藤義一、白石泰之、松坂政敏、山田幸則、綿田弘実

9 発掘調査参加者は次のとおり。(敬称略)

今井誠一 内田力男 折茂寿典 神戸数子

小林哲也 佐藤今朝吉武田雅也 土屋道江

虞瀬君江 藤巻勝司 前村小夜子侭田浩美

神戸直子

中里敏雄

信
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小板橋満

半田紀彦

凡 例

1 遺構図その他の挿図中の方位記号は座標北を示す。

2 遺構図の縮尺は 1: 20、 1 : 40、1: 80とし各図に記した。

3 遺構断面図の基準線は海抜標高である。

4 遺構図に使用したスクリーントーンは下記のとおりである。

隠焼土 1111111111A軽石純層 B軽石純層 繊維質炭化物

5 遺構図の破線は推定復元を表す。

6 遺物図の縮尺は 1: 3、1: 4、 1: 6とし各図に記した。

7 遺物図の断面外側のト寸印はヨコナデの範囲を示す。

8 遺物図に使用したスクリーントーンは下記のとおりである。

灰粕陶器施柑部 石器磨耗部

9 遺物観察表中、寸法欄の( )は推定値を示し、推定不可能の部位は記載していない。

10 遺物観察表の法量欄「底径」では台部のつく器種は便宜上台部径の数値を記載した。

11 本文と写真図版の遺物番号は一致する。
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第 l章 発掘調査の経過と遺跡の環境

I 発掘調査の経過

1 調査に至る経過

近年、上信越自動車道、上越新幹線、主地改良事業等の各種開発が県内各地で展開され、これら

こ伴う事前の埋蔵文化財発掘調査が毎年多く実施されている。このような状況のもとで松井田町に

おいても調査体制を整えつつ多くの発掘調査を手がけているの

松井田町(建設課)より、昭和60年度の町道国街・朝日線改良工事の計画が提示されたのを受け

て、該当地の遺跡の状況について表面調査及び周知の遺跡の分布状況を総合して調査した。その

告果、予定地域内は遺跡地として濃密な遺物の分布を示し、古墳群との関連についても重要な位置

こあること、更に官街に関係した全国的にも珍しい「国街」の地名の存在と、 「東山道」に関係し

で地域と考えられていることから、その保護対策について原因者である町の担当課の建設課と

攻育委員会との間で協議をおこなった。この結果、工事に先立ち事前の埋蔵文化財発掘調査を実施

することとなった。

2 調査の方法と経過

調査は、はじめに町道部分の予定区域内の中心にそって通しで重機によるトレンチ掘削の試掘を

子うこととした。しかし、該当する道路は生活道としての役割を果たしており、調査期間中全面に

つたって通行を止めることは困難であると判断されたために、東側から順次トレンチ掘削と埋め戻

Jを進めていくこととした。

3卜レンチにおいて住居が検出され、遺構の精査と記録作業を行い、埋め戻しとともに4・5ト

/ンチの掘削に入った。ここでは多くの遺物が出土したが、黒色土中で遺構が存在しており確認し

ごくい状況にあった。しかし、遺構の存在については確実であると考えられたが、生活道確保の問

宣と工期の制約上、遺構についての明確な判断を待たずに埋め戻しに入った。

6トレンチについては調査区をはさんで東西にそれぞれ道路があり、町道の一定期間の通行を止

ウることが可能であった。試掘の結果に基づいて遺構確認部分については更に拡張して表土除去を

子い、遺構の広がりを確認した。ここでは工事の杭の方向を基準として (X-Y)のグリットを設

Eして調査の便をはかった。西の調査区域外に (0-0) を設定し、東に向けて 1m単位で数を増

ム北に向けても同じとした。また、 6トレンチの調査にあたっては、土地を借用し現場事務所及

ボ掘削による排土の一時集積場として使用し、調査の効率化につとめた。

-1-



H 遺跡の位置と環境

1 地理的環境

本遺跡の所在する松井田町は群馬県西部に位置し、北は倉淵村、東は安中市、南東は妙義町、南

西は下仁田町、そして西は碓氷峠をはさんで長野県北佐久郡軽井沢町と接している。本町西部はそ

の大半が山間地であるが、その北東部に標高約 739mの高戸谷山があり、ここより派生する細野丘

陵が南東へ延び、ている。丘陵両側には南に九十九川、北に増田川が流下し、これらが合流し九十九

)[1一本となる手前が丘陵の端部であり本遺跡の立地する国街地区である。遺跡は国街地内の南辺、

南方150mに流下する九十九川の左岸段丘上に立地する。標高は調査区西側で、251m、東側では248m

を計る平担に近い緩やかな傾斜をなしており、南方への僅かな傾斜をもっている。

現在は桑園を主に耕地として利用されている本地域は、折からの農業後継者不足とともに日照条

件や地形、河川に近いことなどから開発においての良好な条件を揃えている。近年、町では町営住

宅の建設を本地域で行なったが、耕作の便とともに県道から住宅へのアクセスの意をもっているの

が本調査の原因となった町道の建設であり、沿線周辺は開発の促進が予想される。

2 歴史的環境

国街地区周辺は、官街に関連する「国街」という地名ゆえ従来より注目されてきた。また、古代

東山道の推定jレートとされているのもこのことと無関係ではない。さらに、東方の小日向地区にお

ける小日向古墳群の存在は当地の古代社会を復元するうえでのポイントにもなり得る。しかしなが

ら、国街周辺における発掘調査は昭和田年、昭和60年に行なわれた国?青森浦・朝日遺跡のみで、両

遺跡は実質一地域であるために国街地区のごく一部にすぎない。また、縄文時代から平安時代に至

るまでの遺物散布が確認されているが、これも系統だった分布調査によるものではなく、先に述べ

たように開発の予測される地域ゆえに早急な対応が望まれるところである。図 l及び表1に周辺遺

跡の状況を示すが、本遺跡に近接した地域では下増田天神原より町内唯一検出されている三角帯形

土製品が特筆される。また森j甫・朝日遺跡は該地の遺跡の広がりを示すとともに近世の寺院跡が確

認されている。弥生時代の遺物は中期後半及び後期のものが九十九)11流域に散布することが知られ

ているが詳細は不明であり、本遺跡での検出例とともに今後の資料の集積に期するところが大きい。

く参考文献〉

『松井田町の文化財(改訂版)一歴史散歩』松井田町教育委員会 1986 

『松井田町誌』松井田町誌編さん委員会 1985 

・『群馬県立博物館研究報告第14集 群馬県地域における弥生時代資料の集成1.1群馬県立博物

館 1978

・新井順二、小野和之「碓氷川地域における弥生式土器の様相J (~群馬考古通信11 .1 )群馬県

考古学談話会 1985 

『教材群馬の文化財l一原始・古代編一』群馬県教育委員会 1980 
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表 l 周辺遺跡の概要

トも 遺 跡 名 概 要

l (高梨子柄坂) 弥生時代後期樽式土器の散布が確認されている。

2 (下増まず回ど 天てん神じん原
縄文時代中期から後期の土器、及び土師器、須恵器が散布。耕作時に縄文時代三角簿形土製品 | 

が出土している。

3 (高梨子中貝戸)
弥生一平安時代の土師器、須恵器の濃密な分布が見られる。

EんU ろう
4 (高梨子三次郎) 縄文一土師器、須恵器の散布か確認されている。

安中氏、武田氏を経て北条氏の重巨大道寺駿守政繁により現在の城が形成された。天正18年、

5 松 井 田 城 (1590)前回手IJ家を総大将とする北国勢により落城。昭和50年度林道開設計画により事前発掘

調査が行なわれ、青磁、古瀬戸、刀子、石臼等が出土した。

6 国街森浦朝日遺跡
縄文時代後期柄鏡形敷石住居、山寄式円墳、江戸時代末期の寺院跡等が確認されており、国街

遺跡群として包括される。

7 国語f遺跡群
縄文時代から近世にかけて、国街ー下増田にまたがって広範な散布、及び遺跡が確認されてい

る。

8 小日向古墳群 古墳時代末期の小円墳が密集しており、一部前方後円墳も存在する。

9 日 向 城 松井田城の東北の出城として武田氏時代に築かれたものと思われる。

10 愛るた 宕コ や山ま 遺 跡
奈良一平安時代の住居が検出され、木工用具等、多種の用具類とともに万年通宝が出土し、土

器編年の手掛りとなっている。

11-
松井田古墳群

西より松井田5号・ 3号・ 2号墳で末期の小円墳である。 11・13は石室部分が少々残存するの

13 みで12は石室が士中に残存。

14-
西横野古墳群

西より西横野 5 号・ 20号・ 21号・ 6 号墳。 14~15は石室の一部が残存するのみ、 17は宅地内の

17 植込みとして保存されている。

"ぃ18 大 王 寺 城 中世の方形館祉と思われ、上原兵庫介の城と伝えられるが定かではない。

19 (二軒"ん在ざい家け 別ぺ勺所しょ) 縄文時代中期を中心に濃密な遺物の散布が確認されている。

20 二軒在家二本杉遺跡 縄文時代後期柄鏡形敷石住居及び平安時代住居が検出されている。

21 八城二本杉東遺跡 縄文時代前期から中期の住居及び平安時代の住居が検出されている。

22 東 山 道
本町に於ける峠越えルートは碓氷峠説と入山峠説があるが、平地部分では概ね見解の一致をみ

ている。

-遺跡名で( )のものは表面採取による確認地点である。
・参考文献 「松井田工業団地遺跡」松井田町教育委員会、群馬県企業局 1990 

「人見北原遺跡」松井田町教育委員会 1990 

「八城赤羽根遺跡」松井田町教育委員会 1991 

「五料山岸遺跡」松井田町教育委員会 1991 

「松井田町誌」松井田町誌編さん室 1985 

「歴史の道調査報告書東山道」群馬県教育委員会 1983 
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3 基本層序

本遺跡の基本層序を図 3に示す。示標テフラとされる浅間A軽石及び浅間B軽石が確認されてい

るがその在り方に普遍性はなく、 A軽石は地表付近で耕作により除去または集積される場合が多く

自然層の純層が確認出来るのは部分的である。また、 B軽石は平均して地表下約80cmで、確認される

が、 A軽石と同様に上部もしくは全体が除去されるものの、概ね各トレンチで残存した。耕地とし

て利用されてきた本地域は、 B軽石純層及びA軽石純層の直上に同軽石が多量に混在する黒色土層

となっており、これはB軽石降下以降、さほど聞を置かずに耕作がなされたことを示すと思われ

る。また、 B軽石直下に検出された畝状遺構はB軽石降下以前より耕地であったことを如実に示し

ている。

I層 現耕作土。浅間A軽石を多量に含む黒色土でしまりは弱い。本遺跡の全体で確認されてい

る。

2層 浅間A軽石純層 (As-A、1783年降下とされる)。 灰白色を呈す。本遺跡では6トレン

チの7号住居跡付近で確認されるが、他では除去または揖乱のために検出されない。

3層 浅間 B軽石を含む黒色土。 40~60cm程堆積しており、全域に確認される。本層は軽石の量

やしまり具合、色調等より分層が可能だが基本的にはB軽石を含むしまりの弱い黒色土と

して包括出来ょう。

4層浅間B軽石純層 (As -B、1108年以降とされる)。 む一

灰褐色を呈し、粒子はA軽石よりも細かい。ほぼ全域 I 1 
で確認出来たがその殆どは厚さ 10~15cm程のブロック μ叫幽~

状の層をなし、中~上位は除去及び境乱を受けている。

5層 軽石微粒を含む黒色土。ほぼ全域にわたり確認されて I :3 
いるが、軽石の同定はしていない。軽石の量はさほど

多くはなく、ょくしまっている 0

6層 軽石微粒及びローム粒を含む黒色土。よくしまってい

る。本層と 7層は検出遺構の主たる覆土である。

7層 ローム粒及びロームブロックを含む暗褐色土。よくし

まり少々粘性をもっ。
6 

8層 黄褐色ローム層。主たる遺構地山面である。

8 

図3 基本層序柱状図
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第2章検出された遺構と遺物

1 3トレンチ

概要

本遺跡地東側に位置する短いトレンチである。住居跡としたものは3軒、土坑1基を確認した。

卜レンチ覆土からは縄文片、土師、須恵片が若干出土しているが図化し得るものではなく、これは

1~5 トレンチに共通する。以下、住居跡ごとに記すが、 1 号住居跡としたものは検出された掘り

込みも僅かで遺物もみられなかったので割合する。以下、セクション側を東として概観する。

く2号住居跡〉

主軸方位不明。

形 状 西壁と北・南壁が僅かに確認されるのみで他は調査区域外である。隅丸と言うよりは角

ばったコーナーで壁も比較的直線的と言える。

規 模西壁際で南北 2.8m強、壁高55cmを計る。

重複なし。

カマド不明。

覆 土 l層を確認した。

土 坑検出されない。

遺 物南西コーナーよりこも石状の礁が10個まとまって出土した。

備 考土居観察では黒色土中での掘り込みが確認でき、床面においても黒色土を地山としてい

る。住居内覆土の分層は、明確には確認できなかった。

く3号住居跡〉

主軸方位不明。 2号住居跡の壁と平行する形で構築されている。

一民主
Fぷ{命

¥ 13住ザペ!
E 2 4 7.0 

2 

1 軽石を多く含む黒色土

B軽石純層

黄色粒を含む黒色粘質土

F 247.自

。 1 : 80 

図4 1号。 2号ー 3号住居跡実測図

7 -

2m 



i一円
2 

o 。。 こコ
6 

じコ

¥¥ーャr
図5 2号・ 3号住居跡出土遺物

形 状不明。

規 模南北 2.6m、壁高40cmを計る。

重複なし。

カマド不明。

覆 土 1層で2号住居跡と同じである。

土 坑検出されない。

日
己

。

遺 物覆土より須恵、土師片とともに自然石が中央付近より出土している。

1 : 4 10cm 

備 考土層観察では黒色土中での掘り込が確認でき、床面においても黒色土を地山としている。

住居内覆土の分層は、明確には確認できなかった。また、平面形の確認も覆土と地山と

の土質に変化が少なく、確認しにくい。
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表2 2号・ 3号住居跡出土遺物観察表

No 器種 J去 量(叩1• g) 形 態-手 法・焼 成 1也 石質 残存 出 土

1 Zゴ
長 12.1 帽 5.7 図表面に少々稜をもっ断面隅丸菱形状c 使用痕は見られな 両輝石 完形 覆土中位

重 375 し、。 安山岩

2 石
長 11.9 幅 5.2 右側面が平担をなす。明瞭な使用痕はないが図上端は敵打 輝石安 完形 覆土中位

重 340 痕の可能性あり。 山岩

石
長 9.5 幅 4.3 全体に滑らかである。使用痕は見られない。 砂岩7完形 覆土中位

3 
重 250

石
長 8.8 幅 4.9 扇平な楕円形を呈す。使用痕は見られない。 両輝石 完形 覆土中N

4 
重 175 安山岩

石
長 9.6 幅 6.9 裏表両側に平坦面のある大きめの礁でこも石状とは言えな 輝石安 下部 覆土中位

5 
重 460 い。側面中央は摩滅して凹む。 山岩 欠損

石
長 9.7 幅 5.0 裏表ははっきりした平坦面で、図上端は僅かに敵打痕が見ら 砂岩 下部 覆土中位

6 
重 285 欠損れる

石
長 9.5 幅 6.2 属平な不整楕円形を皇す。使用痕は見られない。 両輝石 完形 覆土中位

7 
重 275 安山岩

石
長 10.5 幅 4.7 図左側面及び表面は本来欠損部だったものが摩耗して角が 砂岩 完形 覆土中位

8 
重 215 とれたらしい。使用痕は見られない。

Zゴ
長 10.8 幅 5.0 図左側面以外に大小の凹みのある不整形を呈す。凹み部は 両輝石 完形 覆土中位

9 
重 265 いずれも摩滅。 安山岩

石
長 8.2 幅 4.7 断面平行四辺形で各面とも滑らか。使用痕は見られない。 輝石安 下部 覆土中位

10 
重 220 山岩 欠損

須恵器 口一一一 底一一 丸底部一体部下半片。底部付近回転へラケズリで 部に指 (色調) 20 % 覆土中位
11 
察 晶一一一 最 頭痕あり。焼成良好。 黄灰色

土師器 口一一一 底 5.8 底部一体部下半片。底部は上げ底状で器厚、木葉痕。焼成 (色調) 20 % 覆土中位
12 
饗 局一一 最 良好。 暗褐色

一 9



n 3・4トレンチ

概要

3 卜レ ンチか 4 卜レ ンチか判別のつかない遺物~まとめた。先に示したように 3 卜レ ンチでは山

居跡が輸出されているが、 ここに冷げたものは全て純文時代の才ï?，~であり、泊梢に伴うものではとE

い。 本追跡で・は制文IIg:代の文化)í"1にJßj4. 1時代以降の出+IJJ~の幼~!り込みが)jしているせいか 、 桜上にも

制文JUJのil'!物が混在する例が多く比られている。

ωG 心。0
3

Q~D 

。 1 : 4 10cm 

Ò~くう4
~ :==・

図6 3・4トレンチ出土遺物

炎3 3・4トレンチ山七造物制察表

I'b. lIlI符1 認; Ji¥(倒.u) 形 餓 -乎 /，1; ・悦 I戊. (t!! "{; 11 111 {f 111 L 

1 I r~ 製 良 8.6 制 4.3 や貯木の禁状だが短HllmとItえゐ.両側~，よ細かい側mが 砂1'n'tJ.J fflI 
行1'f 1'1'( 90 はされる。全，(，i伊'Jmmiである。 sf -a t 欠 tu

一
2 I ~~製 .IA 11.2 制 5.0 WJll~がやや斜めに匂っているl山i刃傾1111 )膨れ斧.ユJ古tnえぴ ~以't! ';(; m 
干iff 町~ 175 』志向日はよ く I"~"，C している. 砂石

. 

3 
打 開 i是 6.5 制 3.6 小~~のWtHfl杉とIJJわれる.令{本に刺t r.(Í~U'~で州({丹市以少々 縦b正TJ J.) I郎
イi;手 可【 4S 恨状"反る. 砂.l{ 欠 III

一
4 {j匙

i長 11.4 .1，1 6. 1 非常にllqぃf/Jll位打It't.*'l製品であゐ. 砂償u7~ m 
1ft 50 む

'-
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m 4・5トレンチ

概要

4トレンチ、 5トレンチは本遺跡区域のほぼ中央にあたる。遺構とされるものは全く検出されて

おらず、遺物のみの出土である。両トレンチともに図化し得たものは土師器、須恵、器、灰粕陶器等

で縄文一弥生時代の遺物も若干出土したがいずれも小片であった。隣接する 3トレンチ及び6トレ

ンチにおいては比較的近接して遺構が確認されており、仮に遺構分布がある程度平均していれば本

トレンチ内でも確認されるはずであるが、そうでない状況を見るとこの辺りは空閑地であったよう

である。

2 

手工午二三会

て一一之、dd
。 1 4 10cm 

図7 4トレンチ出土遺物

官イ、ioo)
f総長)~~」イ

‘2 

ヒfxr戸三守

。 1: 4 10cm 

図8 5トレンチ出土遺物



表4 4トレンチ出土遺物観察表

No 器種 法 量 (cm) 形 態-子 法-焼 成・他 色調 残存 出土

I 土自ip器 口 24.0 底一一一一 大きく外反する厚い口縁部。口縁内外面ヨコナデ。休部外 灰褐色 30 % 

饗 高一一最 (27.8) 而斜めへラケズリで内国ヨコヘラナデ。焼成良好。

2 
土師器 口 21.0 底一一一一 口縁端部而取り。内外面ヨコナデ。体部摩耗のため不明瞭 樟褐色 20 % 

斐 高最 で内面はヨコヘラナデ。焼成良好。

3 須恵器 口(l3.8)底 やや上向きの稜より外反気味に立ち上がる。口縁内外面回 灰色 小片

士不 高一一最一一← 転ナデ。焼成良好。

4 須恵器 口 13.9 底 4.5 底部は小さく口縁は短く外反する。底部右回転糸切り無調 灰白色 50 % 

士手 高 4.6 最一一一 整。全体に作り雑で焼き締まりなし。

灰罰由 口一一一底 (ι5) 底部付近厚く、合部は擬三日月状を呈す。内面は底部の重 灰白色 小片

5 I t不つ 高一一最一一ー ね焼き痕以外に降灰利が付着。焼成良好。

6 灰粕 口一一底(7.6) 外傾する台部は断面長方形。内面は5と同じく底部以外に 灰白色 小片

上手つ 高 最一一一 降灰紬が付着する。焼成良好。

灰柑 口一ー一底 6.4 台部は小さい。内面は5、6と同じく重ね焼き痕が見られ 灰白色 底部周
7 皿? 高一一最一一一 る。焼成良好。

表5 5トレンチ出土遺物観察表

NQ 器種 法 量(叩) 背5 態-手 法・焼 成・他 色調 残存 出 土

1 須恵器 ロー一一底 7.8 台部は短く外北目する。底部右回転糸切り後、台部員占りつけ 灰白色 20 % 

士記 高一一最 回転ナデ。内外面に墨書あり。焼成良好。

2 
灰手由 口 (9.8)底 残存する外面全てと口縁内面に柑が認められる。焼成良好。 灰黄色 小片

短頚霊 高ー←最

灰粕 口(13.0)底(7.6) 素地は綴密で非常に滑らかである。口縁部から体部中位ま 灰白色 20 % 
3 

高(2.6)最一一← で漬け掛け施称。焼成良好。血

灰柑 口一←底(8.8) 厚い台自問3霊直に接地する大型埼と忠、われる。焼成良好。 灰白色 小片
4 
士車つ 高一一最一一一

つム



本区は遺跡地西端に位置している。先に述べた 3トレンチと本卜レ

ンチより遺構が検出されたが、本区では遺構が全域にわたっているこ

とから、部分的ながら調査区を拡張して遺構の状況の把握に努めた。

+j間十;
この結果、縄文時代から平安時代までの遺構、遺物を伴う擾合遺跡で

あることが判明した。

縄文時代 石組炉を伴う石組状遺構 1 

土器2個体からなる伏警部 1 
53 

単独埋警部 2 
F→ 
) 

遺構に伴わない土器、石器 図

弥生時代住居跡 3 宅利金

遺構に伴わない土器、埴輪片 ホ
，¥ 

古墳時代住居跡 4 ム
ム

遺構に伴わない土器 ι。

平安時代住居跡 4 
J.o ，~ σ3 

遺構に伴わない土器、瓦片
図

浅間B軽石により埋没した畝状遺構 2 

時期不明 不整形土坑群 2 
l午1員

住居跡においては弥生時代の10号・ 8号 (15号は不明)が主軸をほ

ぼ南北にとり、古墳時代の6号を除いて他の住居跡に概ね東西に主軸

N 6トレンチ

概要

をとる傾向が見受けられる。また それらとは軸を異にして平安時代

後期に属する畝状遺構が検出されており、本地域における遺構のあり

方の一傾向とされるところである。

以下、時代各に遺構及び遺物を概観する。

1 縄文時代

く石組状遺構〉

93-3 ~ 4グリットを中心に位置する。 N-660 - Eの軸で直線的な

配列をとっている。径30~60cmの不整楕円形の自然石を主な構築材と

し、他に10cm内外の礁が不規則に散在している。石相互の規則的な組

み合わせはあまり看取出来ないが、全体の傾向として図左側の石が右

側の上に重なるようであり、この乙とより本来上または左傾状態で直

組状に組まれていたものが左側へ崩れ込んだ可能性が考えられる。ま

q
d
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。
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図10 石組状遺構実測図と出土遺物

た、周辺に伴うと思われる掘り込みもなく、性格付けはし難い。

。 1 6 20cm 

一方、石列北東端部左側では石囲炉が検出された。北側と西側に板状の構築材を用い、他はやや

屑乎の楕円形の石で内面をほぼ正方形に区画する。内部には深さ約20cmの広い底面上南寄りの位置

に口縁部を欠損する深鉢が正置されていた。石及び覆士、周辺に被火の形跡は全く検出されていな

い。深鉢は底径10cm、厚さは1.5cmと厚く、胴部は一部に縦方向の撚糸文を残す以外は無文、残存

する上部が口縁部下半と思われるが、ゆるやかな隆帯による横区画内に短い縦沈線を巡し、上下の

隆帯凸部に 3~ 6 cmの長さで同具による眠線の横沈線を入れてある。器面全体に摩耗が進むが内面

には横へラナデ痕及び底部より 6cm程の位置に輪積痕を残す。明確な二次焼成痕は見られない。

石組状の石列と石囲炉は接している。というよりは炉が石列の一部を構成するような状況と思わ

れ同遺構と捉えられるが、石列がさらに両端へ延び、ているとしても部分的な検出のみの現状では性

格の言及は出来ない。時期については伴出する深鉢より中期前半にあたると考えられる。

く伏聾部〉

15-4 ~ 5グリット間に検出された。口縁部が少々欠損する注口浅鉢の上に粗製深鉢(元周片)

が被さっており、浅鉢は口縁側を下に伏せた状態であった。遺構とされる掘り込み等は伴わず、浅

鉢内部の土にも特徴的な点は見られていない。図12の1は粗製の深鉢である。口縁下に隆帯を巡し

て無文部を画し、隆帯には厚い半裁竹管状のもので楕円形の刺突を描く。以下、胴部は無文である。

2は注口付の浅鉢である。 4つの把手のうちの一つは上向きの注目を伴い、各把手の中心は円形に

貫通して内面にはその周りに円形刺突を巡らしている。口縁部はくの字状に内折しているが、この

外面は把手間ごとに円形刺突で楕円文を 2半位描き、内部は縄文LR。また、 2つの楕円区画聞に

は隆帯を伴う円形刺突が上下2箇所に認められる。胴部は無文で表面は比較的良好な研磨がなされ

滑らかだが、底部から胴下半にかけては二次焼成のためか器面は脆化し少々赤変が見られる。内面

は底部付近が黒色化し、炭化物によるものと思われる。

これらの遺物は縄文時代後期前半、称名寺E式に該当すると思われる。

-14 -
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くま皇嚢 1> 
49-1グリッドに位置する。掘り込みには伴わず、土器単体が正置状態で検出された。胴部中位

以下一周残存するのみであるが、弱いキャリバー形になると思われる。幅7mm程の沈線で、縦の区画

を描出し、幅の広い縄文施文部と幅の狭い磨消部各々 8単位で器面を構成する。縄文部は概ねRL

縦ころがしでその中央には縦区画沈線と同じ施文具で弱い蛇行沈線が

描かれている。二次焼成痕は全く見られず所々には焼成時の黒斑があ

る。文様構成より、中期後半の加曽手lJE式期における 4期区分の 3期

〉れると思われる。付近に位置づけり

R 249.7 

拡競

50-1 

斗 、色、

1 : 20 50cm 。
図13 埋聾 1出土状況と遺物

。 1 6 20cm 

く埋聾2>
45-2グリッドに位置する。径40cm程の土坑に伴い深鉢胴部片約一周が検出された。掘り方はや

や不整形ではあるが中央で、約17cmの深さを計り底面には白然礁が存在した。覆土は 5層を確認し

たが自然堆積でないことは明らかである。地山はローム層であった。土器は覆土の上位に伴うが

下端が輪積痕に沿って割れ口であるのに対し上端はそれよりも不整形に欠損している。これは精査

段階での欠損によると思われ、先の埋翠1の上部に関しでもその可能性が強い。文様は幅5mm程度

の浅い沈線による縦区画で、縦方向の細かな条線部と磨消無文部各々 8単位から構成される。条線

部に対し無文部の幅は狭い。残存部中程に輪積痕が残っていることより「輪」の幅は約4cmで、ある。

時期は埋窒Iと同様、加曽利E式4期区分における第3期

9 

ート
。231.5

。 1 : 20 50cm 

付近にあたる。

十

l 黒色斑を含むしまりのよい黄褐色1

2 黄色斑を含むしまりのよい黒褐色土

3 しまりのない黒褐色土

4 しまりのよい黒褐色土

5 しまりのよい黄褐色土

図14 埋聾2出土状況と遺物

ハわ

。 1 6 20cm 



く土器〉

本項でとりあげる土器は遺構に伴わずに出土した破片資料である。縄文時代以外の遺構の覆土に

毘在するものがあるのは前に述べたが、ここではそれらを含んでいない。本遺跡、とりわけ 6トレ

ンチにおいては縄文時代の包含層が後世の遺構構築によって撹乱を受け、その平面的及び層位的な

庁布状況を把握することが殆ど不可能であった。また、破片であるために大半はその器形や文様構

或について不明と言わざるを得ない。よって、個々の文様の要素、描出手法からその所属時期を判

析し、 5つのグループに大別した。資料は中期から後期に属するものが殆どであり、若干ではある

が前期とされるものも存在した。以下にその概要を記す。

1 第l群土器 中期前半に属する。隆帯と沈線の凸凹により器面を立体的に見せる傾向が強い

一方で無文土器も存在する。また、若干ではあるが縄文、撚糸文をもつものも

見られる。勝坂式並行期と思われる。

2 第2群土器 中期後半に属する一群である。隆帯、沈線、縄文の割合はほほマ等しく、口縁部

文様帯の存在するもの、存在しないものとともに無文の土器も見られる。加曽

手IJE式期に並行する。

3 第3群土器 後期初頭に属する。加曽不IJE式期末からの沈線と麿消縄文による文様構成をも

っとともに口縁下の隆帯に粗い刻日を付けた粗製土器片が存在しており、称名

寺式期に並行する一群としておく。

4 第4群土器後期中葉付近に屠する。亥Ij自のある浮線文と沈線により内外を施文と磨消部に

区画する意匠は掘之内E式期の特徴とされるものであり、沈線による雑な格子

目文などは加曽手IJB式期に相当するものと考えられる。

5 第5群土器 前期前半の繊維土器に属する。 2点のみと非常に少ない。関山式もしくは黒浜

式期にあたるが破片からは判断出来ない。

1 第 1群土器

1~3 は無文の口縁部片である。 1 と 2 は口唇部内斜面取りでよく撫でられる。 3 はやはり面取

りがなされ、外面に折り返し状の段を有す。 5、9は連続爪形文をもっ。 5は図では分かりづらい

が口縁直下に 2条のC字状爪形文とその下に粗い櫛歯状工具による深い縦位平行沈線を描く。 9は

隆帯上に変形D字状爪形文を付している。 4は沈線のみの意匠だが摩耗がひどく詳細は不明。 6は

隆帯の谷聞を削り込むように沈線を入れて立体感を出している。 7 、 8 、 10 、 13 、 15~17 、 19 は太

い隆帯と沈線のバリエーションによるものである。 8では隆帯上に矢羽根状の沈線を描き、 13、16、

17でも刻日を付す。 10と15では沈線区画内に列点文が見られる。 11、12、14は隆帯と沈線による円

形文で11は隆帯上及び内部の区画部にLRと思われる縄文を付している。 20は口縁部直下片と思わ

れ、胴部の縄文帯 (RL) と口縁部文様帯を隆帯とその上下を 3条の深い平行沈線で区分する。 21

は睦帯区画内に列点文を不規則に付す。 24は口縁部文様帯の一部で隆帯が合わさり突起となってい

る。 18、20、25は胎土に金雲母が含まれる。 22、23、25は胴部地文を撚糸文とする。このうち22は

口縁部文様帯との区画が刻目を付した隆帯としている。

円

j
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図16 第2群土器拓影図(1)
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図17 第2群土器拓影図 (2)

2 第2群土器

口縁部文様帯を有すグルーフとして 1 、 4 、 6 、 9 、 12~14 、 16 、 24 、 25がある。隆帯の楕円区

画は 1、6、16が斜位または縦位沈線で4、12、13、24、25は縄文が付される。 4は楕円文聞の渦

巻状部分。 14も同様の連絡部と思われるが口縁より上位に突出する。 7、8は同一個体であるが接

合資料ではない。無文部の口縁に径 2.4cm程の穿孔をもち、内外面はよく麿かれている。 3、10、

11、18は口縁部片であるが明確な文様帯が見られない。 3は沈線下に縦位沈線を描き、僅かに外傾

して開く。 10は断面台形状の隆帯区画により口縁側に斜位の雑な沈線、胴部側に密な縦位の沈線を

描く。 11は本群中異質な資料であり、口縁直下に横位沈線を巡らして内部に隆帯状に浮き彫りされ

た蛇行文を伴う。胴部側には縦位沈線を描く。胎土中の砂粒が多いために器面が剥落し易く、他の

土器には見られない傾向である。 18は外反する口縁下に横位隆帯を巡し、無文部と縄文部(無節L)

を区画する。 15、17は隆帯による曲線文をもっ胴部片である。 15は太い隆帯区画内に縦位沈線を密

に描き、 17はごく一部に縄文RL? を残す断面三角形の微隆起線とも言える。 19 、 21~23 、 26 、 28 、

29は沈線文を伴う胴部片である。 21と22は縦及び斜めの太い沈線による意匠、 19は縦位の条線を地

文として蛇行沈線を伴う。 23は摩耗のため不明確ながら縄文部と麿消部に区画され縄文部に蛇行沈

線を描いている。 26も同様に縄文郎 (RL 0段多条)と麿消部が太い沈線ではっきり区画されてい

る。 28と29は同一個体で地文の縄文部 (RL ?)に 2条もしくは3条の浅い平行沈線を曲娘で雑に

描いている。 2、5、20、27、30、31は本群でも新しい段階にあたるグループで、口縁部文様帯の

消失と微隆起線、及び細沈線による磨消縄文の区画を観点とした。 2、5は口縁無文部と縄文部を

微隆起で区画する。 2は縄文LR、5はLRによる羽状を呈す。 20はU字及びn字の沈線で縄文部

(L R)と麿消部を形成する。 27はD掠部より垂下する沈線が雑な蛇行沈線を伴う縄文部 (RL) 

と麿消部を区画している。 31は弱いキャリバー形の小型深鉢で口縁直下の横位沈線下全体に細い縄

文LRを不整方向に施文する。 30は手づくね土器である。
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3 第3群土器

2、3、8、12は網代痕をもっ底部片で、ある。 2、3、8は幅2~ 3mmの条による網代痕で、編

み目は共に 2本超え、 1本潜り、 1本送りと見られる。 12はよく麿かれた胴部下位片と共に細かな網

代痕が残るが詳細については明言出来ない。これらの底部片は、従来より後期によく見られるものと

されており、このことから便宜上後期のものとして本群で提示することにした。 l、5は太い隆帯

に粗い刻目(押庄状)の付されるもので 1にはそのと下に狭い平行沈線及び太い沈線が縦一斜位に

描かれ、 5は口縁部片である。 4は厚手の胴部片で縦位の条線を描く。 13は刺突のある降帯が楕円

文を形成し内部に縦位条線を描く。 6~7 、 9~11 は沈線による曲線のモチーフである(9は推定L

6、7は麿消部と縄文部(共にLR) に区画される。 9は波状口縁で内外面はよく藍かれて光沢を

もっている。 10、11は沈線以外の施文は見られず、 11では表面を沈線に沿う形で細かなへラミカ、、キ

がなされ(このことは施文→ヘラミガキの順を示す)、 裏面はていねいな横へラミカホキで滑らかに

仕上げてある。
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4 第4群土器

1~13 、 19 、 23 、 29 、 30は堀之内 E 式に比定されるグループである。口縁下に刻目をもっ浮線文

のあるもの (1~ll) で同部に 8 の字状貼付文は 4 以外の全てにみられる。浮線文の下位には横位

を基本とする沈線による縄文と磨消部分のモチーフのあるもの(1、 2、3、6、9、10、11)があり、

他に口縁内面に沈線による文様をもつもの(5 )、また、口縁端部が波状を呈し沈線と刺突による文

様を伴うもの (7)がある。 8は浮線上下の深い沈線及び下位に描かれる同様の斜行沈線から堀之

内I式の要素を残すものである。 12は浮線文を伴わずに沈線と縄文による意匠、 13は縦位の浮線で

哀IJ目をもっ。 23、29、30は共に無文部で'29と30は内面に彫りの深い平行線を伴っている。これらは

概ね薄手で内外面ともよく磨き込まれるものが多い。

14~18 、 20~22 、 24~28 、 31 、 32 は加曽不IJ8 式期に比定される。 14は非常に精巧な仕上がりの腕

部片である。円文のモチーフの周縁に細かな刺突列部、内側に細い沈線による三角文を鋸歯状に並

べ、円の中央は太い沈線を等間隔に巡した渦巻文となっている。外面はよく磨かれ非常に滑らかで

ある。 15、16は厚手の口縁片で直下に太い沈線を描く。 16は内面に縦沈線2本と竹管状工具を押圧

した円文が付されている。 18は短く内折する口縁外側に刻日をもっ。 17 、 20~22 、 24 、 26~28は太

い沈線による意匠で20と21、24と26、27と28はそれぞれ同一個体である。 17は口縁直及びその下位

に垂下する沈線、 20と21は横位及び曲線の沈線が胴部に付される。 24とおも同様だが26には曲線区

画内に縄文LRを伴っている。 22は口縁部を隆帯と沈線で区画して内部に先端の尖った工具による

円形刺突と半裁竹管による横方向からの刺突を施す。 27、おはよく麿かれた器面で沈線の間隔を狭

くして聞を隆帯状とした凸凹のコントラストを作出し、内部に細かな刺突列を描く。 25は殆ど直立

する口縁片で横位沈椋以下に雑な格子を描出する。 31、32は把手である。 31は上方他3か所に円形

刺突のある橋状把手、 32は上面と内外面の 3か所に渦巻文が描かれている。

5 第5群土器

1は縄文RLを施文とし、横位の集合沈線を描く。内面は横ヘラミカ、、キが良好にJなされ滑らかで

ある。断面より繊維土器と判断出来るが量的には少ない。 2は縄文LRと忠われる地文上に浅く幅

広の沈線で横線と山形文が描かれている。内面は磨かれているが雑な仕上げになっている。器面及

び断面には焼成による繊維の脱虚痕が著しく、全体に脆い焼成と言える。

議議 /J 
憾沿 υ
常設 u守

可t均司 i 
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図20 第5群土器拓影図

q
J
 

q
L
 



〈石器〉

6トレンチ出土の石器類を関21、図22に示した。これらは土器片と同様に遺構に伴うものではな

く、全て覆土遺物である。個々についての平面的な分布状況は不明だが概ね93-3 ~ 4グリッド付

近を中心としており、先に提示した「石組状遺構」部分がそれにあたる。よって当遺構に伴う可能

性のあるものもあると思われる。また、遺物の時期についてもそれを示す伴出遺物のないことや形

態等からも不明と言わざるを得ないが、土器の欄で示した時期と概ね並行すると思われる。

1 打製石斧(1~12) 

図示した16点中12点が打製石斧である。これらはその形状より「短冊形」、 「接形」、「分銅形」

に大別されるが、 1~ 9 (9 は推定)が短冊形、 10が援形、1l~12が分銅形にあたる。短冊形石斧

では 1~ 5 、 9 は幅広、 6~8 は細身である。刃部の形態をみると 3~6 が丸刃、 1 は直刃であり、

2 、 7~9 は欠損のため不明。また、刃部の摩耗が 3~6 に確認され、刃部の残存する 1 では左側

縁の挟れ部が少々摩耗するのみで刃部の摩耗は全くない。 3~6 では 6 が刃部両側に少々摩耗部を

残す以外はよく摩耗し、 4では縦方向の擦痕が明瞭である。 7、8は共に絹雲母片岩を用材として

おり、石質のためか調整は不明瞭である。刃部側が大きく欠損し、これは9が剥離状の欠損を示す

のとは対照的である。

10は援形石斧として扱った。小ぷりの完形品で刃部には僅かな擦痕が認められる。

11、12は分銅形としたが、両方とも長軸に対して幅の狭い形状で顕著な分銅形とは言えない。 11

は基部の一部と刃部側が大きく欠損する大型品でずっしりとしている。 12は完形品で丸刃と思われ

るが主軸に対し斜めの刃部である。また基部もそれに平行する形状をとり、これを使用の結果の形

状変化とすれば基部とした側も刃部である縦斧とも考えられるが、全体的に摩耗しているために使

用痕の確認はできない。

2 磨石? (13) 

長径経8cm、厚さ 2cmの肩平な小石である。全体に非常に滑らかであるが使用痕とされる部位は

明確ではない。一応「麿石」として扱ったが、石皿とセットをなすと言われる磨石とは形態を異に

しており、その機能は不明と言わざるを得ない。

3 凹石 (14)

平面形は不整楕円形を呈している。凹み部は裏表両面に一つづっで両方ともに同じ側に中央より

ややずれている。親指を押しつけたような凹みで径3~ 4 cm、深さ 8mmを計りよく摩耗している。

4 スクレイ/'¥ー (15)

片面の大半は自然面を残している。狐状の刃部は細かい調整がなされるが全体に雑な感じをうけ

る。刃部先端はよく見ると摩耗して丸くなっているのが分かる。

5 石錘 (16)

長軸の両端に切り込みをいれた切白石鍾である。短軸側にその痕跡は全くない。片側の切り込み

は僅かに中程まで及んでいるが、有溝石錘と言えるほどではない。切り込み白体は両端部とも比較

的深くしっかりしているが、その周辺(両脇から内側にかけて)はやや欠損状になっている所もあ

り、使用によるものと言うよりは調整が雑と思われる。
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表6 6トレンチ出土石器観察表

No 器種 ;去 量 (cm・g) 形 態・調 整・他 石質 残存 出 土

l 
打製 長 7.8 幅 5.5 直刃・両刃の短冊形。左側l縁は中程にやや挟れがあり、少 凝灰質 基部

石斧 重 110 々摩耗している。 砂岩 欠損

2 
打製 長 7.4 幅 4.5 短冊形。片面は中程に自然面を残し周縁を調整。明確な使 凝灰質 刃部

石斧 重 105 用痕は見られない。 砂岩 欠損

3 
打製 長 8.8 幅 4.3 丸刃-両刃の短冊形。刃部側はよく摩耗している。 凝灰質 基部

石斧 重 80 砂岩 欠損

打製 長 9.5 l'lli 4.9 丸刃・両刃の短冊形で両i&U縁中程は少々挟れる。刃部は中 凝灰質 基部

4 石斧 重 145 央付近までよく摩耗し縦方向のi祭痕が見られる。片面の大 砂岩 欠損

半は自然面を残す。

5 
打製 長 8.0 幅 5.3 やや斜位の丸刃で片刃と思われる。刃部はよく摩耗してい 凝灰質 基部

石斧 重 65 る。 砂岩 欠損

打製 長 10.1 幅 3.3 丸刃・両刃の細身の短冊形を呈す。刃部は少々摩耗してい 砂質頁 完形

6 石斧 重 70 る。全体に少々弧状を呈し、狐外側は大半が自然面、内恒11 岩

は全て剥離面である。

打製 長 6.6 幅 3.5 短冊形。全体にさらつき、倒l縁の調整も不明瞭である。片 絹雲母 刃部
7 
石斧 重 50 面大半は自然面が残る。 片岩 欠損

打製 長 6.7 幅 2.6 細身の短冊形を呈す。基部は丸みをもち、担U縁の調整は不 絹雲母 刃部
B 
石斧 重 40 明瞭。 片岩 欠損

打製 長 8.7 幅 4.3 刃部から中程にかけて剥離状に欠損し刃部の状況は不明。 凝灰質 刃部
9 
石斧 重 60 基部は丸い。 砂岩 欠損

打製 長 7.2 幅 3.9 直刃・両刃で形状は援形と言える。小型品で刃部は僅かに 凝灰質 完形
10 
石斧 重 50 摩耗する。 砂岩

11 
打製 長 14.6 幅 7.7 中央に扶り込みのある大型の分銅形石斧。使用痕は見られ 砂質頁 刃部

石斧 重 410 ない。 正山王 欠損

打製 長 12.1 幅 5.2 細身の分銅形。刃部は丸刃・両刃と思われ、石斧の主軸に 緑泥片 完形

12 石斧 重 150 対し刃部が斜位にとられる。仰l縁は細かな調整がなされる 岩

が摩耗のため不明瞭。

磨石 長 7.9 幅 5.1 繋った楕円形を呈する扇平な石。片側に 2箇所の欠損部が 硬砂岩 完形
13 
つ 重 110 あり、使用痕か。全体に非常に滑らかである。 つ

凹石 長 12.0 幅 6.1 両面に親指大以上の凹み(径3-4 cm、深さ 8mm)をもっ。 両輝石 完形
14 

重 400 凹部は摩滅が認められ、他に使用痕は見られない。 安山右

スクレ 長 12.7 幅 4.2 木の葉状を呈する。刃部は全体にわたって細かな調整がな 凝灰質 完形
15 
イパ 重 60 される。片面の大半は自然面を残す。 砂岩

石錘 長 5.6 幅 2.6 両端2箇所に切り込みをもっ切白石鍾。用材は比較的厚く 絹雲母 完形
16 

重 50 重みのある小磯。 片岩
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2 弥生時代

く10号.15号住居跡〉

地床炉を伴う10号とその北端に僅かに確認されたプランを15号とした。 15号は斉升犬、規模、カマ

ド等大半は不明であるが10号の西壁に直交するフランの検出と伴出遺物の時期差より10号とは別遺

構と判断出来た。以下、残存状況の良い10号住居跡について見てゆく。

主軸方位 N-12
0

-E  

形 状隅丸長方形と思われる。

規 模東西 4.8m、南北は残存部で 6.4mを計る。壁高は平均して約20cmで、ある。

重 複北西端部で15号と重複する。 15号床面は10号よりも低いために残存していたが、 10号北

端部の西壁を切り込んだかどうかは確認し得なかった。両住居跡の判出遺物に見られる

時期差より15号→10号と判断しておきたい。

炉 残存部のほほ守中央に径50cmx32cmの範囲で焼土部分が検出されており、地床炉と考えら

れる。凹みは殆んどない。

。マら ミミ焼土
./ 

./ 。P6
10-1 ~./ 
十

四

.

白

寸

自

国

P3 

D 250.0 A 249.9 

白

血

∞

寸

印

刷

C 250.0 
F 249.7 

白・黄色微粒を含む黒褐色土

黄色微粒と炭化物を少々含む黒褐色土

o 1:80 2m 

図23 10号・ 15号住居跡実測図
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土 坑 プラン内より 17基が確認された。西壁際のP1~P3は直線上に位置し、中心間の間隔は約

1. 7m を計る。東壁やや内側にはやはり直線状にP15~P17が存在し、このうちP16はさきの

P2と対応する位置にある。P4は46cmX 30cmの楕円形、 P5は60cmX44cmの不整楕円形、P6

は34cmx24cmの楕円形を呈す。また、P7、P8、P9、P14は各々やや大形の不整形土坑でP9

では深さ28cmの掘り込み内に2層の覆土を確認した。 PlO~P 12は全体にやや凹んだ内

部に存在する住居南壁際の土坑で、 P10とPllはそれぞれ南壁に直交する形で長軸をと

る楕円形土坑である。 P10は44cmX30cmで、深さ34cm、Pllは42cmX 18cmて、深さ44cmを計る。

またP12は55cmX34cm、深さ36cmでPllと接している。

遺 物図24に示した 1~4 が本住居跡伴出遺物である。 1 はP9東より潰れた状態で、 2 は15号

肩口付近と本住居南東コーナーとの接合資料、 3は炉跡北側、 4は15号肩口付近よりそ

れぞれ出土している。

備 考 10号住居15号住居は重複及び出土遺物の検討から、 15号住居を切る形で10号住居が構築

されている。 10号住居では多くの士坑が検出されているが、南壁際の P10~13 について

は、 8号住居とともに規則性が見られ、階段等の出入口にかかわる施設としてとらえら

れよう。 10号住居については完形遺物が1の警のみで、 15号住居については調査面積が

少ないため完形に近い遺物も少ないが、その検出量から多くの遺物を伴うものと考えら

れる。

住居形態及び出土遺物から10号住居は弥生時代後期、 15号住居が中期後半に位置付け

られる。

o 1・6
』函正証面記

川正

20cm 

7 

図24 10号。 15号住居跡出土遺物 (10号 1~4 、 15号: 5~ 7) 
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<8号住居跡〉
主軸方位 N-200-E 

形 状住居北半が調査区外のため不明。残存する南西および南東コーナーは比較的角ばった形

状をしており、また住居西壁はやや西側に広がって延び、少々木整形ではあるが長方形

と思われる。

規 模東西 6.7m、南北は西壁際で 5.6mが残存する。壁高は北側区域壁面で、約50cm、南側で

は確認、面より30cm強を計る。

+ 4ヰ2
四
・
白
寸
白
『

Q 守
ひ
⑤ P3 

匂P4
十

¥ 

JL PqidP7 

l 表士 軽石を含む

2 軽石を多く Aむ黒色士

3 B軽石純層

っ詰ヂF間~:::::"'-=別協年吟~::ãcD民~ 4 'IETiIli:'E…土ーし

よー一一一一--u一一一一 ; て 5…く一一し
; [ 一一一てご一一τ一一一一一一 一一← 6 lf%-6 軽石粒黄色粒を含む黒色士
動物協mr~勿~務~~綴 7 砂町む黒褐色土

8 ロ ムブロックを含む黒褐色士

L 249.9 N 250.0 

I 249.9 

。 1 : 80 2m 

図25 8号住居跡実測図
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重複なし。

炉 不明。

覆 土 2層に分層される。

土 坑 8基検出された。このうちP3とP4は住居中央寄りの短軸ライン上に位置する。上端の掘

り込みは僅かな傾きで、中心は尖り気味に底部へ落ち込む。平面形は共に不整形で深さは

P3が58cm、P4は14cmと浅く底面も狭い。PLP2は西壁側に位置し、 P1は径33cmx 26cm、

深さ 18cmの断面U字状、 P2 は径25cm~30cmの不整形を呈する深さ 10cm弱の凹みである。

P5~P7 は南壁やや内側に並ぶ。 P5 と P6 は壁に直交する長軸をもっ不整楕円形を呈し

底面も同様に細長い。 P5は48cmx33cmで、深さ12cm、P6は44cmx13cmで、深さは15cmを計

る。 P7は52cmx40cm、深さ40cmを計るやや大きめの不整形土坑である。 P8は東壁際コ

ーナー寄りの小土坑で、径25cm程の円形を呈している。

遺 物 窒及び壷形土器がまとまって出土している。図26のlは住居西壁中央付近と南西コーナ

一部の 2か所に破片が集中していた。 2は南東コーナ一部、 3は中央から西側、 4は北

西部、 5は南東コーナーやや西である。 7はP4南側上端付近で8はP3に南接して破片が

まとまる。 9は1と同様西壁側と南西コーナ一部の破片が接合、 10も南西コーナ一、 11

はP3東側より出土した。これより全体の傾向として住居中央から西側にかけて遺物が集

中していた。また、中央付近床面には45cmX30cm程の礁を伴っている。

備 考 やや大型の住居となり、南壁際中央には P5~P7 があり出入口にかかわる遺構としてとら

えられる。 10号住居にあるような 3つのビットを包括する凹は見られないが、楕円形を

呈する各ピットの配置には規則性が見られる。
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図26 8号住居跡出土遺物
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表8 8号住居跡出土遺物観察表

No 器種 法 量 (cm・g) 形 態・手 法・焼 成・他 色調 残存 出 土

口 19.3 底一一一一 胴上半に最大径をとり、口縁は僅かに外反しつつ長〈立ち|灰褐色 50 % 覆土下位

1 喜善 高最(25.5) 上がる。頚部外面に簾状文(右廻り 4連止め)。胴上半と口

縁は波状文、口縁内面ハケナデ。焼成良好。

主要
口 (14.0)底一一一 頚部でやや屈曲し、口縁端部は受口状に立つ。頭部簾状文 灰褐色 30 % 床面直上

2 
高最 (右廻り 2連止め)後、口縁部と体部に波状文。焼成良好。

き聖
高 (15.9)底一一一 2と同様の形態をなす。頚部簾状文(右廻り 2連止め)j麦、 淡褐色 20 % 覆土下位

3 
高最 口縁部と体部に波状文。焼成良好。

4 饗
口 (13.7)底 厚手の口縁で端部は丸みをもっ。波状文を施文。焼成良好 褐色 口縁片 覆土下位|

高最

吉華
口一一一底 7.8 外面ヘラケズリ後ハケナデ。内面ナデ。焼成良好。 灰褐色 20 % 床面直上

5 
百 最一一一

口一一一底 4.9 平底部から体部上半に最大径をとり外反する小型裂。[本部 灰色 80 % 

6 委 高(9.2)最 10.5 下半へラケズリ。上半は櫛描波状文。頚部に策状文(左廻

り2連止め)を施す。焼成良好。

婆
口底 4.8 薄手で小型の主要底部片。編物痕が鮮明に残る。 褐色 底部片 覆土下位

7 
高一一一最一一一

宜士E 
口 18.4 底 頚部は簾状文(右廻り 2連止め)。口縁部と体部に波状文を 淡褐色 20 % 覆土下位

8 
高一一一最一一一 施文。内面ハケナデ。焼成良好。

宜'iffi
口 18.4 底一一一 折返し口縁。頚部に簾状文(右廻り 2連止め)口縁部と体部 灰褐色 50 % 覆土下位

9 
高最 に波状文。内面ハケナデ。焼成良好。

宣'iffi
口 底 地文は斜位のハケ目で、頚部付近は波状文。焼成良好。 灰褐色 肩部片 覆土下位

10 
高 最一一一

紡錘車
径 5.0 重 20 円板状の土製紡錘車。中央は少々厚めで孔は僅かに斜めに 淡褐色 50 % 覆土下位

11 
孔径(0.5) 通る。焼成良好。

く遺構外〉

図27に示す。 1は受口口縁の大型警で口縁端部から外面は縄文LR上に波状文を描く。体部は細

かい斜位ハケ目を地文とした後に山形文。頚部は簾状文。 2は口縁から体部中位までほぼ巡る受口

口縁の警で、口縁端部に縄文、外面と頚部は波状文、それ以外には山形文を充填する。外面が樟褐

色なのに対し内面から口縁の一部は黒灰色。 3は壷の頚部片で沼周残存。太い沈線区画内に縄文R

Lと鋸歯文を描く。内面は摩耗が激しい。

屋塾、
1 。 1 6 20cm 

図27 遺構外出土遺物
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3 古墳時代

く3号住居跡〉
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(炭化材出土状況)

K 2495 
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l ロ ム粒ー炭化物を合む虫色十

2 焼士。炭化物を多〈含む黒色 E
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図28 3号住居跡実測図

主軸方位 N -130'-E 

形 状 各コーナーともに角ばり壁も直線的で、整った形状である。住居南西部に区域外で不明だ

が長方形を呈すと思われる。

規 模住居中央付近で 4.4mx 3.3m、壁高約30cmを計る。

重 複北東部分で13号及び11号住居跡と重捜している。セクションでは不明確であるが本住居

の伴出遺物と11号、 12号の覆土遺物は本住居が先行することを示す。 13号では縄文片を

図示したが、他の住居覆土にも同片が若干混在することより、一応平安期として扱つで

ある。

カマド 東壁南寄りに付設される。両袖部は壁内に30~40cm延び、ており内面端部に属平な自然石

を据えてある。内部は幅約20cmを計る燃焼部で中央には角柱状の支脚が立つ。覆土の状

況は中位あたりに焼土が集中し、床面の粘質土は支脚下に及ぶことから貼床と忠われる。

覆 土 3層に分層出来た。
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図29 3号住居跡出土遺物
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土 坑 カマド右手の住居南東コーナーに貯蔵穴を伴う。南北64cmで、東西は東壁下端より段状を

呈して底面からの立ち上がりでは56cmを計るやや角ばった形状を示す。東側肩口に遺物

が伴出している。

遺 物 図29に示す。 4、 6は床面直上遺物で北西コーナ一部、カマド左手より出土。他は覆土

下位で5、 7、 9は貯蔵穴に伴う。他に覆土下位に礁、床面より炭化材が検出された。

備 考本住居の検出状況では、床面直上で多数の炭化材があり、完形を含む多数の出土遺物も

含めて、焼失住居と考えられる。炭化材の配置状況では中央からは放射状の配置が考え

られ、構築の状況を考察する資料としてとらえられる。また、同じく床面から多数の礁

が検出されているが、廃棄後の混入のみでなく、屋根部分等に用いた建築材としての性

格も考えられよう。

表 9 3号住居跡出土遺物観察表

NQ 器種 法 量 (cm) 丹2 態・手 法・焼 成.1也 色調 残存 出 土

土師器 口 21.0 底 9.0 最大径を胴中位にとる砲弾形の長胴主要。胎土が粗く、全体 褐色 70 % 覆土下層

l 褒 高 34.5 最 22.8 に摩耗が進むため調整は不鮮明だが一部にへラナデ、ケズ

リが見られる。焼成良好。

土師器 口 18.2 底一一一 胴中一上位に最大径をとる。砲弾形の長胴姿。口縁は屈曲 淡褐色 70 % 覆土下層

宝要 国一一一最 20.1 気味に外反し、端部は面取り。胸部上一中{立は下へ、下位
2 

は上への縦ヘラケズリ。内面は横ヘラナデ。口縁部はてい

ねいなヨコナデ。焼成良好。

土師器 口 14.6 底一一一 口縁部は弱く外反する球胴姿。口縁外面ヨコナデ。胴部は 暗褐色 50 % 覆土下層

3 警 高←一一最 19.6 縦及び斜めのへラケズリが少々残る。外面は口縁側8cm程

を残し、以下は煤で票、変する。焼成良好。

土師器 口一一一底 6.2 厚くハの字状に開く脚部の小型合付奏。{本部横へラケズリ 淡褐色 80 % 床面直上
4 台付婆 高一一一最一一一 で台部はナデ、接地面はへラケズリ。焼成良好。

土師器 口 9.0 底 全体に厚手。体部中位に最大径をとる。頭部縦へラナデ後 赤褐色 90 % 貯蔵穴内
5 士甘 高 14.0 最 13.1 ヨコナデ。体部は不明瞭。焼成良好。

土師器 口 24.0 底 10.0 底部全国穿孔型の大型甑。口縁内外面ヨコナデ。他、外面 淡掲色 完形 床面直上

6 甑 高 23.7 最 は縦ヘラケズリで上一中位は上へ、下位は下へ向かう。内

面はヨコナデ後、雑な縦ヘラナデ。焼き締まりなく脆い。

土師器 口 14.9 底一一一 丸底の大型埼で口縁は外反気味に直立。口縁内外面ヨコナ 赤褐色 90 % 

7 士市 T口p] 9.2 最一一一一 デ。体一底部は外面へラケズリ、内面放射状の暗文及び黒

色処理を施す。焼成良好。

土師器 口 (13.0)底 稜より立ち上がる口縁は上位で内湾。体部へラケズリで他 赤褐色 30 % 覆 土
8 
士干 高(5.0)最 はヨコナデ。焼成良好。

土師llif 口 14.0 底 浅い体部より稜をもって段状に外傾する口縁。口縁内外面 褐色 80 % 貯蔵穴内
9 
1ド 高 4.3 最一一一 ヨコナデ。体一底部外面ヘラケズリ後ミガキ。焼成良好。 f局

10 
土師器 口 15.01底 9同線口縁は上位で内湾。口縁内外面ヨコナデ。体一底部 淡褐色 50 % 床面直上

士不 高 4.5 最 外面ヘラケズリ。焼成良好。
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く2号住居跡〉

主軸方位 N -64
0

-E  

92-4 + 

YYJ 
9272 + 

l 軽石を多く含む黒色士

2 B軽石純庖

3 軽石粒を含む黒色上

4 軽石粒を多〈含む黒色上

5 ロームブロックを少々含む黒色士

6 ロ ム粒を少々含む明黒色土

基本的に 6居だがロームの割合が多い

ロ ム粒を多く含む粘質燈色土

9 やや粘性のある黒褐色土 地山層

図30 2号住居跡実測図
。 1 : 80 2m 

形 状残存部ではやや平行四辺形状に歪む。北東コーナーに比して南東コーナーは丸みをもっ。

規 模南北 3.4m、東西は残存部で 2.1m、壁高は北壁64cm、南壁46cmを計る。

重 複なし。

カマド東壁南寄りに付設。明確な袖部は検出されないが燃焼部両脇が地山を掘り残した形で少

々住居側に突出する。内部は焚口より僅かに凹み煙道へと抜け、燃焼部の中心は壁内に

ある。構築材等は伴っていなかった。

覆 土 4層に分層出来た。

土 坑検出されない。

遺 物住居中央付近からの出土である。

備 考確認、面からは比較的深い掘り込みが確認できたが、遺物の出土量は少ない。覆土内に多

数の喋が混入しているが、性格は不明である。

1 
。 1 : 4 10cm 

図31 2号住居跡出土遺物
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表10 2号住居跡出土遺物観察表

No. 若d 1重 法 量(叩) 形 態-手 法・焼 成他 色調 残存 出 土

土師器 口 底 4.2 平底・厚手の婆で胎士は組。外面ヘラケズリと思われるが 日吉褐色 20 % 覆土下位

1 I ~聖 民5 耳日克 一一ーー 不明瞭、内面斜{立のユビナデ。焼成良好。

土師吉見 口 12.0 底 埼と判別が困難だが一応饗とした。体部は扇平な丸みをも 燈褐色 50 % 覆土下位

2 警 日口3 8.5 最(12.4) ち、口縁は僅かに外反。底一体部は斜位へラケズリで他は

ヨコナデ。焼成良好。

く6号住居跡〉

主軸方位 N-16'-E 

形 状 住居北東部が区域外のため不明ながら比較的整った長方形を呈している。

規 模 4.6m x4. 2mで東西に長軸をもっ。壁高は平均約30cmが残存する。

重 複調査区域際で12号と重擾する。セクションで12号の床面ラインが確認され、本住居はさ

らに深い掘り込みで床面を形成していることが判明。 6→12と判断出来る。

カマド 北壁中央に付設される。調査区域との境界部分のために全体は把握出来ないが壁下端よ

り推定20cm程内側より袖石と思われる自然石が2個検出されている。また付近には僅か

に焼土が認められた。掘り込みは全くない。

覆 土 4層に分属された。

土 坑検出されない。

遺 物 図33に示した。 1は住居西壁中央やや内側より、 2はセクションライン上の南壁中央付

近床面からの出土である。

T 24!1.I1 

十
ゑふごEムコ!とヌミご三二三援
物級協後傷務後き揚物傷後緩務ゑ

S 2U.3 

l 砂粒炭化物を合む里色|こ

ローム粒を含むやや粘件をもっ黒灰色土

口 ムブロックを合みやや粘性をもっ町、灰色士

口 ムフロック 炭化物を含む黒色 l

黄色粒を合む1I青黒色七

ゑ 酬山川側州側. 01・8o 2 m 
l p 一一一一J

図32 6号住居跡実測図
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備 考北壁中央のカマド部

分については、袖部

にローム混じりの土

層が確認されたが、

明確ではない。

~-J 
。 1 : 4 10cm 

図33 6号住居跡出土遺物

表11 6号住居跡出土遺物観察表

No. 器種 法 量 (cm) 背三 態・手 法・焼 成-他 色調 残存 出 土

土師器 日 15.0 底 6.2 口縁が弱く外反する厚手の小型球胴饗。最大径は胴中位。 淡褐色 90 % 床面直上
1 察 高 14.0 最 15.0 口縁内外面ヨコナテ¥胴部外面縦ヘラケズリ。焼成良好。

土師器 口(15.8)底一一 浅い体部より稜をもって長い臼縁が外傾する。口縁内外面 淡褐色 30 % 床面直上

2 I ff 高←ー最一一 ヨコナデ。体一底部外面へラケズリ。焼成良好。

く7号住居跡〉

主軸方イ立 不明。残存部での長軸方位がN-430-Wを指すため、以下は調査区域外側を東として

呼称する。

住居西側が残存し東側は調査区域外のために不明。北西、南西コーナー共に角ばり特に

南西ではほぼ直角をなす。各壁も直線的て、整った形状であると思われる。

規 模南北 3.5m、東西は残存部で 2.0mを計る。壁高は約60cmで、ある。

重複なし。

F 

十 十 目立i幅二五

品8-1 50-1 

1 表土軽石を含む

。 1 : 80 2m 2 A軒石純JIii

3 軽石を合む黒色土

4 ロームブロ yクを含む明色士

図34 7号住居跡実測図
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カマド不明。

覆 土 2層確認出来た。

土 坑残存部北端に l基検出された。径28cm、深さ約10cmで北壁に接する。

遺 物 図化し得るものはないが覆土より若干の縄文土器片と共に厚手で素地の粗い土師翠片が

出土しており、古墳時代に属すると考えられる。

備 考確認面からの深さは比較的深いが、遺物の出土量はきわめて少ない。

く遺構外〉

lは胴上半に張りをもっ長胴警で、口縁は大きく外反する。寸法は口径23.4cm、器高は推定36cm強

を計る。胴部は基本的に縦へラケズリで内画はヨコナデ、口縁も内外面ヨコナデである。胎土は粗

2は埴輪片である。外面は縦、内面には縦及び斜めのハケ目が残る。
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図35 遺構外出土遺物
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4 平安時代

(11号住居跡〉

主軸方f立不明。

限 状不明。

毘 模残存部で南北 2.2mを計る。

重 複住居南側が3号と13号と重複する。平面及びセクションでは不明確であったが、伴出遺

物では3→11・13を示す。 11と13の関係は灰粕陶

器の様相より11→13の可能性が考えられる。

力マド不明。

土 坑 3号住居北壁ラインと重複する形で隅丸長方形と

思われる。 80cmX90cm、深さ24cmが残存し、南側

は3号の精査を先行してしまったために不明。

遺 物図40の1、2である。 lは覆土中よりの出土、 2

82-6 
+ 

¥ 
82-4 
+ 

は調査区域際の床面直上に伏置状態で出土した。 日 49.5

他に覆土中より土師警片が多く見られている。

備 考出土遺物2の下で炭化した植物が検出された。

土坑は本住居に伴わない可能性が大きい。

く12号住居跡〉

主軸方位不明。

形 状不明。南壁の一部を残すのみである。

規 模不明。

。 1 : 80 2m 

図36 11号住居跡実測図

重 複 6号と重複している。セクション第4層下面が本住居の床面を示し、また伴出遺物から

6→12と判断出来る。

カマド不明。

覆 土本住居の覆土としては1層の

みが確認された。

土 坑検出されない。

遺 物図40のふ 4で覆土下位より

出土した。

表土軽石を含む
B軽石純層
軽石を含む黒色土
軽石・炭化物をす々含む黒色士
(本層下面が12住床面)
ロームを多く含む黒色土
焼土・炭化物を世々含む黒色土
炭化物を少々含む黒色土とローム層の混在
ローム層の突出部は6住のカマド袖部である

コデ
十
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o 1 : 80 2m 

図37 12号住居跡実測図



く13号住居跡〉

主軸方位不明。

形 状南東コーナーは角ばるが区域外にあたる北

東部付近は壁が丸みをもち回り込む。重複

のため全形は不明。

規 模南北 3.4m、東西は 2.3mが残存する。壁

高は東で:'18cmを計る。

重 謹 3号及び11号と重援する。遺構精査時では

不明確であったが伴出遺物では3→11・13

を示し、 11号の欄で記したように11→13の

可能性が考えられる。

カマド不明。

覆 土 2層に分層される。

土 坑検出されない。

遺 物図40の5~12に示した。

備 考覆土に多くの縄文土器を含んでいる。遺物

5はやや浮いた状態で出土した。

く14号住居跡〉

主軸方位不明。

+88-4 

。 1 : 80 2m 

V 249.4 

l ローム粒 小プ口 γクを含む黒色土

2 ローム粒・小ブロックを合む黄褐色土

図38 13号住居跡実測図

形 状 西壁は直線的だが他は弧状を呈し不整形なプランが残存する。住居北東部は調査区域外

のため不明。

規 模南壁とされる所で約 2.0m、壁高は13cmを計

る。

重複なし。

カマド不明。

覆 土 l層を確認した。

土 坑 P1~P4が検出された。全て不整形な掘り込

みで統一制、規則制は見られない。P3とP4は

南東コーナーから東壁側壁際に接し、 P4では

床面から22cmの深さであった。

遺 物図的の13の他、覆土より須恵埼、杯ともに小

片と縄文片が若干混在する。

備 考本遺構は調査面積も少なく性格の把握は難し

いが、ここでは住窟として扱っておく。遺物

もほとんどなく土坑としてもとらえられよう。

42 

十 十

移磁場
1 表土軽石を含む黒色土

2 軽石黄色粒をすP々 含む黒色土 しまりよし

o 1 : 80 2m 

図39 14号住居跡実測図
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表12 11号・ 12号・ 13号・ 14号住居跡出土遺物観察表

ト七 器種 法 量 (cm) 70 態・手 法-焼 成他 色調 残存 tH 土

灰紬 口 (17.7)底 (8.3) さほど膨らみをもたずに浅く開く大型埼。底部付近は肥厚。 灰白色 20 % 

1 j高 高(5.7) 口縁一体部中伎は漬け掛け施紬で発色は不良。体部下位回

転ヘラケズリ。焼成良好。

灰干由 口 15.3 底 7.7 内面中程に段を有す段皿。底部全体と体部下位を僅かに残 臼灰色 完形 床面直上

2 皿 品 2.6 最一一← して刷モ掛け施粕。内面は煤の付着により%程が黒変して

いる。焼成良好。

灰手由 口 16.5 底 7.0 小さめの台部より大きく膨らんで口縁端部が少々外反する 灰白色 70 % 覆士下位

j宛 品 6.5 最一一一 大型f布、回転へラケズリは見られず、台の付け方は雑。口
3 

縁一体部中位漬け掛けと思われ、内面全体は降灰利のため

光沢をもっ。焼成良好。

須恵君主 口(18.6)底一一一 口縁は内i頃し端部は面とり。内面全体及び外面は鍔部直下 褐色 20 % 床面直上
4 
羽釜 高一一一 最一一一 までヨコナデで以下は雑なヘラケズリ。焼成不良。

灰粕 口一一← 底 8.8 台部径は大きめで断面長方形を呈す。体部下位に回転ヘラ 灰白色 20 % 覆土上位

5 t売 高一一一最一一一 ケズリ痕o' 内面は底部中心に径3Cmの円と、台部径程の重

ね焼き部の外側には灰粕が厚く流れている。

6 須恵器 口 14.6 底一一一 薄手で焼き締まりのない埼片。全面回転ナデ。 灰褐色 40 % 覆土中校|

j高 高一一←最一一一

須恵器 口一一←底 4.7 底部右回転糸きり。内外面に墨書が認められ内面は「ぷ」 灰褐色 底部片 覆
ー土イ

7 士不 高一一一最一一一 と読める。焼成良好。

縄文 口一一一底一一一 隆帯区画の円文で外側は縄文LRである。内面はよく磨か 暗褐色 胸部片 覆 土 l

8 深鉢 高ー一一最一一一 れて滑らか。焼成良好。

縄文 口←一一底一一一 隆帯による口縁部文様帯で区画内は縄文RL。内面は横へ 暗褐色 口縁片 覆 土|

9 深鉢 高 最一一一 ラミガキで滑らか。焼成良好。

縄文 口一←ー底一一一 隆帯区画で渦巻文を伴う。区画外には縄文RLを付す。 暗褐色 胸部片 覆 土
10 
深鉢 高一一一最一一一

縄文 口一一←底一一一 大型深鉢胴下位片と思われる。全体に縦ころがし縄文LR 暗褐色 胴部片 覆 土|
11 
深鉢 高一一一最一一 のみの施文である。焼成良好。

縄文 口一←ー底一一一 向上。 11と同個体である。 暗褐色 胴部片 覆 土
12 
深鉢 高一一一最一一←

須恵器 口一ー一底←一一 口縁が内傾する羽釜。内外面回転ナデ。焼成不良。 灰褐色 口一 覆 土|
13 
羽釜 高ー一一最一一一 胴片
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く畝状遺構〉

調査区東側で2か所にわたって検出された。本遺構

は浅間B軽石の降下により埋没したもので、降下時の

生産活動の状況を把握する遺構としてとらえられる。

2ともに畝方向に統一性が見られ、同畝状遺構l、

2については遺存状態はーの遺構とも考えられるが、

良くない。作物については肉眼では確認できていない

が、畝の中央部分には一様に溝状のわずかな凹を確認

できたことから、軽石降下時前後の時期に収穫できる

作物が想定されよう。

出土遺物については、土師器・縄文土器片が確認で

きているが、図示し得たものは図の嚢底部破片のみで

やや黒色みを帯びた警の体部下端を含これは、ある。

む底部で、表面にハケメ調整痕を明瞭に残している。

底部中央付近に焼成後の両面穿孔が施されており、紡

しかし、穿孔の錘車としての二時転用が想定される。

ノ位置が円の中央から若干外れており、回転の用をなさ

その性格は明確には把握できないものとも考えられ、

ない。

司ー---

十

1 : 4 。

、可馳盆ζ二〉

《設
。

10cm 

ハいv
o

45 -

畝状遺構出土遺物図42



遺構外

EJ L勾イ てつイ百:l

(内面)

六主主三r

，(::三三つ

パハーは
6

図43 遺構外出土遺物
o 1 4 lOcm 
トー一一一一斗一一一一----l

表13 遺構外出土遺物観察表

N口 器種 i法 量 (cm) 可5 態・手 法・焼 成-他 色調 残存 出 土

l 土師器 口一一一底 5.0 コの字状口縁墾片と思われる。非常に薄手で外面縦へラケ 赤褐色 20 % 覆 土

き豊 高一一一最 ズリ痕が残る。焼成良好。

土師器 口一一一底 6.2 内外面回転ナデ。焼成良好。 淡褐色 20 % 覆 土
2 
i高 高 最一一一

須恵器 口 (13.0)底 (7.4) {本部一口縁は薄手で浅く、口縁は外反する。内外面回転ナ 暗灰色 40 % 覆 土
3 
士干 高 2.6 最一一 デ。底部右回転糸きり。焼成良好。

須恵器 口 11.0 底 2.9 全体に非常に雑なっくりで焼き締まりもまったくない。底 燈灰色 80 % 覆 土

4 t高 品 5.1 最一一一 部右回転糸きり後、台部貼りつけ雑なナデ。内外面ともに

回転ナデ調整。

須恵器 口 11.8 底 6.6 水平気味に開く皿で全体に非常に雑なっくり。施粕部は漬 灰白色 80 % 覆 土

5 皿 高 2.1 最一一一 け掛け。体部下部は雑な回転ヘラケズリ。底部は右回転(静

止?)糸きり後、中心を残して回転へラケズリし、その後、

台部を貼りつけるが台内側はほとんどナデていない。

6 布目瓦 内面に布目痕。 灰色 小片 覆 土
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他

く不整形土坑群〉

調査区の西と中央の二ケ所に土坑が集中して検出されている。

のそ5 

グリット27-3から32-2付近にかけて検出された土坑群は、円形及び溝状の遺構で構成されて

おり、覆土は砂質でややしまりに欠けている。遺物は若干の土師器片を出土したのみであり、時期

決定についての資料が乏しい状況であるが、総合的にみて耕作による掘り込みと考えたい。

調査区中央の 6号住居西から 3号住居西のグリット80-4までの間に、多くの土坑が集中して検

L
〉ヘ

出されている。円形及び溝状の土坑については調査区西部分の土坑群同様に耕作等による掘り込み

を示した 3基の遺構からなる土坑群についの可能性が強く、遺物の出土もない。遺構断面図 (A)

ては土師器警片、縄文土器片を出土しているが図示はし得ない。確認当初は住居として扱っていた \fJ~ 

c::ーミ)
一じコ
~ 。が、土坑状に別れていることから各々別の遺構として確認ができた。覆土はややしまりのある黒

u+~ + 
色土で、最東部の土坑については覆土中に礁を含んでいる。本遺構の性格については資料に乏しく

考察困難であるが、平安時代に属す遺構の可能性も考えられる。

01  : 802m  

不整形土坑群実測図(1)国44
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第3章まとめ

今回の調査及びこれにかかわる問題点について若干の考察を加えてまとめとしたい。

調査は、町道拡幅に伴う事前調査であり、ほぼ全域にわたってトレンチ掘削による試掘調査を実

i包して、遺跡の全容解明につとめた。

確認された遺構と遺物

縄文時代 遺構石組状遺構と石組炉 1 

遺物縄文土器、石器

弥生時代遺構住居跡 3 

遺物弥生土器

古墳時代遺構住居跡 4 

遺物土師器、須恵器、埴輪

平安時代遺構住居跡 4 

畝状遺構 2 

遺物土師器、須恵器、灰粕陶器、瓦

時代不明遺構不整形土坑群 2 

本遺跡の性格については、国街遺跡群I森浦・朝日遺跡との一連の遺跡としてとらえられる。縄

文時代では、調査区西側より出土した注口を持つ浅鉢については、前橋市の荒砥二之堰遺跡出土注

口浅鉢が類例として見られる。朝日遺跡では小擦をドーナツ状に配した柄鏡形敷石住居が確認され

ているが、この類例も同じく荒砥二之堰遺跡に見られる。また、調査区東部で検出された石組状遺

構については、その形態から埋葬施設を含む配石遺構になる可能性を考えているが、現時点では調

査面積が少なく、正確にその性格をとらえるには今後の調査の成果を待って全体像をつかむ必要が

ある。

弥生時代では、中期後半に位置付けられる壷。嚢が、遺構外遺物とあわせて好資料となっている

が、住居の概要については不明であり周辺における中期集落の分布状況の解明が待たれる。後期で

は、住居から中部高地系の櫛描文をもっ樽式土器が出土している。松井田町における弥生後期の遺

跡の分布は、周知の遺跡及び発掘調査の増加とともに増えている。そのほとんどが樽式土器を伴う

遺跡であるが、人見谷津遺跡では縄文施文系と櫛描文系の両方の特長を示した住居出土一括遺物が

確認されている。国街周辺では、以前から該当期の遺物の散布が認められていたが、今後の調査に

より集落の状況がつかめるものと考える。また、九十九川流域における弥生時代の遺跡で、発掘調査

をとおして確認された遺跡は国街遺跡群1. rrのみであり、今回の調査結果は該当期の当地域を考
察するための資料として位置付けられる。

古墳時代については、今回の調査では住窟の検出をみたが、森浦朝日遺跡の調査では古墳の検出

のみで集落にかかわる遺構は検出していない。検出された住居は調査区の中央を境にして東部分で

49 



検出されており、西部分では空白となっている。仮に該当期最西端の7号住居を集落の限界とする

と、西の森j甫地区で確認されている後期古墳群との聞に、約 100mにわたる空間が存在することと

なる。各古墳の年代と性格を十分に検討する必要があるが、現時点では生活の場としての居住空間

と墓域としての古墳の配置に一定の計画性があったとも考えられよう。国街地区では本遺跡の東と

北にも古墳群があり、これらに固まれたこの地域が該当期における集落の中心となった可能性が大

きい。

平安時代については、 「国街」という官街に関係した地名と古代「東山道」の存在についての、

なんらかの資料が確認されるかどうか調査前より注目されていた。調査の原因となった町道国街・

朝日線には東山道の可能性が考えられており、今回の調査で遺構の確認が期待されていたが検出に

はいたらなかった。国街の問題で、 と野国府は未だ確定されていないが、現在では群馬町から前橋

市の総社地区にわたる上野国分寺と関連した地域に想定されている。今調査における「国街」関連

についても、遺構は検出されていないが、遺物として布目瓦が出土したことは特筆できる。従前よ

り国街地区内において布目瓦が見つかっていたとの言伝えはあったが、実物については確認できて

いなかった。該当期における布目瓦を用いた建造物の特殊性を考慮すると、当地の地名に由来する

国街関連の問題については、可能性を含めて今後の調査と研究に委ねたい。

国街遺跡群が所在する平坦部は、縄文から平安にわたる複合遺跡であり、九十九川流域における

歴史の解明には重要な役割をはたすものと考えられる。今回の調査においても遺跡内のごく一部に

ついて実施されたものであり、「東山道」・「国街」を含めた種々の課題を解決する資料については

継続して調査研究の必要性がある。

今回の調査対象地は、従前より町道としての生活道路の性格を持っており、長期間にわたって交

通を遮断することはできない状況にあった。更に、工期との関係から一部について確認のみに終っ

た部分があることを記しておかねばならない。

該当地域において町道拡幅により周辺地域の生活上の利便がはかられることは、住民福祉向上と

いう面では非常に有意義なことと考えられる。しかし、これにより地域の住宅化などの諸開発行為

に弾みがつくものと考えられることから、それに起因した遺跡の保護対策も並行して実施される必

要があろう。
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(附編) 国語?と布目瓦

松井田町文化財調査委員 上原富次

国待?と言えば、近世における村落としての国街よりも先に、律令制度による国街を思い起こす。

ここ松井田町大字「国街」もご多分に漏れず、その地名に魅せられて来訪する研究者は多い。し

かし、今までに律令制における国街と結びつくような物証は何ーっとして発見されなかった。

上野の国街、即ち、上野の国の国司が政務を執る庁舎のあった所は、従前より現在の前橋市元総

社町と大友町にまたがる元総社町東端の地域がそれにあたると推定され、これが定説となっている。

郡はクニとも読むから、これが転じて郡街=国街となったのではないかという説もある。しかし、

群馬大学教授であった故尾崎博士は、郡街(郡庁)の所在地であった所は御門とか帝という地名で

残っているという。即ち、勢多郡粕川村月田字御門、新田郡新田町中江田字帝等である。従って尾

崎博士は松井田町の国街については一言も触れてはいない。木、下良氏(国学院大学教授)の説によ

ると、律令初期の国街は国の中央に位置し、律令制が衰退してきてから移転した国街はずっと後退

して規模も小さく国境に近い所にあるという。その上、国府、国庁は中央政府の正式呼称として用

い、国街はむしろ地方での用語として使用されたのではないか、と言っている。

940年、平将門の乱によって上野国府は将門軍に攻め取られているから、この後の一時期、国庁

として規模を縮小して上信国境に近いここ松井田の「国街」の地に国庁を移したのではないか。だ

が、当地については考古学的にも文献的にも、民俗的にもここが「国街」であったという何の証も

ない。しかし、愛知県松下町字国街、山口県防府市佐波令字国街、山梨県東八代郡御坂町字国街等

は皆それぞれに尾張国、周防園、甲斐国の国街跡だという。ここの国街は松井田町大字国衛と呼ば

れ、字名として現存するのに何故に伝承の一つさえも無いのであろうか。

大字国街の地は江戸時代には主として安中藩領に属し、高245石8斗余り、戸数日程で、旭神社

(総鎮守)自性寺を持って立派な一村を形成していたのである。この村のほぼ中央を西から東へ推
(註3)

定東山道が縦貫している。そして東山道につくられたという一里塚が昭和20年代まで残っていた。

この道はまた、天正18年 (1590) 8月、徳川家康が関東入国の際に通って行った道でもある。

この辺りは須恵器片や大喜の破片が表採されて早くから注目されていた地域である。昭和59年か

ら60年にかけて、町営住宅建設に伴う国街森浦・朝日遺跡の発掘調査が行われた。この時、桑園の

下に完全に埋没していた古墳2基が発掘され、耳環、金銅製飾付大刀、万子等々の出土を見た。こ

の発掘された古墳より北に道を隔てて九十九22号墳があり、南方50m程のところにある竹林中にも

九十九37号墳がある。更に、この道を東進すると国街古墳群や小日向古墳群等があって、この地が

早くから聞けていたことを示している。

〈布目瓦〉

布目瓦は既にご存知のように古瓦の表、または裏にあたる面に布目を残している瓦のことである。

瓦を作る時に、瓦を一定の規格に合わせて製作したり、作業の能率化をはかるために木型が用いら

れた。この木型から粘土がたやすく剥がれるように木型の上に布を敷いて置いた。即ち、木型の上



に布を敷き、その上に粘土をのせ、この粘土を延ばしたり、叩いたり、押しつけたりして成形する

ので、この時に布との接触面に布目が付くというわけである。

では、このようにして作られた「布目瓦」は、年代的には何時のものなのであろうか。

石田茂作氏の研究によると、布目瓦の上限は飛鳥時代であり、下限は豊臣秀吉が造った京都の緊
(註4)

落第および伏見桃山城の瓦だという。更に石田氏は、古瓦にある布目は飛鳥白鳳時代は細かいとい

う。これは、飛鳥白鳳の時代には瓦の需要が少なく、用いる士も粒子の細かなものを使用したので

布も自のつんだ上等品を使ったのではないかと考察している。また、奈良時代から平安時代の初期

にかけての布目は粗くなると云う。これは、黄麻の繊維を用いた為で、はないかと見ているようだ。

藤原時代から鎌倉時代になると布目は再び細かくなると云う。これは、奈良・平安時代の布地に使

用した黄麻が毛澗が比較的短く、且つ硬く、細糸を得るのに適していなかったのに対し、藤原・鎌

倉時代に使用するようになった布地は毛脚が長く、繊維もやわらかで細糸を得るのに便利な苧麻を

用いるようになった為ではないか、と云っている。このため、藤原時代の布目瓦は繊維糸がやわら

かで毛ば立ちがするので糸目が屈曲し易いと云う。鎌倉時代の布目も大体は藤原時代と同様だが、

縦糸を細くして横糸をやや太くしているものが多いと云う。

一方、日本歴史大辞典(河出書房)では、平安時代以降布目の繊維が細くなる理由を次のように説明

している。 i平安時代以降、ようやく繊維が細く、しなやかになる。これは、此の頃からインド綿

が移入された為といわれている」。国街出土の布目瓦の布地に用いられた繊維が黄麻のものか、苧

麻のものか、はたまたインド綿の繊維か、私には全くその織別能力がない。ただ、本文46ページの

図44No.6をご覧いただければ、布目がかなり「密」であること、縦糸より横糸の方が太いこと、布

目に撰みがあること等はご理解いただけると思う。

上野の国分寺跡に散見される多くの布目瓦も、よく観察すると繊維の太さ、織り自の粗密、携み

の有無等、布目の様相は決して一様ではない。それは国分寺が完成した時点で既にそうであったの

か、後世、補修時のさし替え、または葺き替え等によって生じたものなのか。もし後者であるとす

れば、同じ国分寺跡の布目瓦でも100-200年の年代差をもって見なければならないことになる。

以上のことから考察して、誠に大胆な推定ではあるが、当該布目瓦は上限を藤原時代、下限を鎌

倉時代までと考えたい。

たった一片の布目瓦だが、この布目瓦の出土した意味は大きい。これを国庁としての「国街跡」

に大きく一歩近づくものとして位置付け、夏に今後の調査に積年の夢を託していきたい。

(註 1) r群馬の歴史 (3汰化改新以後の上毛野国』 群馬県歴史研究会 1970 

(註2) 木下良「国府跡研究の諸問題J r人文地理』第21巻第4号

(註3) r歴史の道調査報告書一東山道一』 群馬県教育委員会 1983 

(註4) 石田茂作「布目瓦の時代判定J r考古学雑誌~ 35号 1947 
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